
■事例研究の概要

■実施内容

■研究の成果

やまぐち３Ｄものづくり研究会活動報告

３Ｄプリンターによる樹脂製マッチプレートの実用性評価

やまぐち３Ｄものづくり研究会では、これまでに３Ｄものづくり技術を活⽤した、鋳物製品の開発⼯程の改善な
どの取り組みを⾏ってきた。本取り組みでは、さらなる効率化を⽬的として、樹脂製マッチプレートによる砂型造
形の実⽤性について評価を⾏いました。 ニーズ提案企業：アボンコーポレーション様

ニーズ提案企業でデザイン案を作成
製品形状からマッチプレートを設計
抜き構造や収縮率を考慮

マッチプレート使⽤して砂型を造型

製品形状に必要な部分のみを３Ｄプリ
ンターで造形してコストを抑制。

鋳込み

⽊型等と組み合わせてマッチ
プレートを作製

光硬化樹脂によるマッチプレートにおいても５０回の砂型造形では全く問題が無いことが確認できました。コ
スト的にもメリットがあり、今後、⼩ロットの鋳物製品の製造への応⽤展開が期待できます。

デザイン案に基づいて製品形状の
３Ｄデータを作成
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完成品（⾵鈴）

＜実⽤性評価の結果＞
・マッチプレートの使⽤回数：５０回（製品数は２５０個）
・マッチプレートの状況 ：破損等は⾒られない。５０回以降も使⽤可能な状態。

＜課題点＞
・樹脂製３Ｄモデルのサポート付着⾯は特に表⾯状態が粗いため、仕上げ処理が必要。今回の取り組みではア
ボンコーポレーション社にて離型剤を使⽤しました。

＜マッチプレートの製作内容＞
・マッチプレートの材質：アクリル系光硬化樹脂（積層ピッチ２８μｍ）
・マッチプレートの造形時間：２５時間（インクジェット式光造形機）
・組み⽴て時間等：樹脂製マッチプレートの⽊枠に取付け、鋳込み⼝、ガイドピンの設置等に5時間ほど必要。

構造シミュレーションを⽤いて砂型造
型時の想定される圧⼒で強度を確認
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